















　　Taking the Victoria and Albert Museum, the world’s greatest museum of Art 
and Design, as an example, this study series describes some art management policies 
on decorative art and design in the U.K. Those policies are typically seen in the 
V&A Museum’s: history, collections, permanent galleries, temporary exhibitions, 
publications, research systems, relationships with external organizations, commercial 




Art Management Policies on Curatorial and Commercial 
Activities of the Victoria and Albert Museum：




This paper particularly focuses on its curatorial and commercial activities. In 
conclusion, all the activities of the V&A work together for the promotion of the Creative 
Design Industries today in the U.K.
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Ltd: 以下 V&A Enterprisesと表記）が設立されると、ひとつの明快なアイデンティティ
が必要であることに気付き始めた。このような背景で考案された最初の「V&A」ロゴ
（図 1）は商標であった。次いで 1988年にデザイン専門会社ペンタグラム（Pentagram）
が V&A Museumのコーポレート・アイデンティティをデザインした（図 2）。そして






オリンズ（Wolff Olins）と共に V&A Museumは広範なブランド・ユーザー・ガイドラ
インズを作成した。その際、博物館のロゴからも「Museum」の文字を削除した。ここ
に、V&A Museumと V&A Enterprisesが「V&A」ロゴが表す「V&Aブランド」の下
に統合されることになった（V&A Enterprisesライセンス部長（当時）ヘザー・カー女
史からの Eメール 2005年 10月 28日受信、CARR: 2005）。
図 1：最初の「V&A」ロゴ
（V&A絵葉書）










Ⓒ V&A IMAGES / VICTORIA




















4.2.1　V&A Enterprisesの沿革と V&A Museumとの関係
V&A Enterprisesは 1984年に V&A Museumが王室の統治から、新たな理事会に
よる管理運営体制に移行した 2年後の 1986年に誕生した。その主な目的は、V&A 
Museumの商業活動を行うことであった（CARR: 2005）。そしてその収益はすべて
V&A Museumに寄付金として還元する契約になっている（V&A Review 2005: p.52）。
2003／ 4年度 10は約 200万ポンド 11の寄付金を V&A Museumに還元することができ
た（V&A Review 2004: p.39）。この年度の総収入は約 6,349万ポンドであった（V&A 
Review 2005: 付録 Table B. Financial summary）ので、この年度の V&A Enterprisesに
よる収益還元型寄付金額は V&Aの総収入の 3.15％に当たる。また 2004／ 5年度の予
算書によれば、V&A Enterpriseからの寄付金額予算は 158万ポンド 12であった（V&A 
Plan 2005: p.45）。この年度当初の総予算は 6,610万ポンドであった（V&A Review 
2005: 付録 Table B. Financial summary）ので、この年度の収益還元型寄付金額予算は






人事面では、V&A Enterprisesの取締役は V&A Museumの理事会メンバーの 1人が
なることになっている。また組織上は、2004年 6月時点で V&A Enterprisesは財務部門
理事の直下に位置していた。2005年 4月以降も副理事長に昇格した同じ理事の下に置か
れている（V&A Plan 2004: p.49, V&A Plan 2005: p.55）。
4.2.2　V&A Enterprisesの事業分野 13
4.2.2.1　出版部門（V&A Publications）
V&A Enterprisesの出版部門である V&A Publicationsは、V&A Museumに関する書
籍の出版を行っている。2004年 4月から 2005年 4月には新刊書を 26冊出版した。ま
た 2005年 9月時点で、2006年 1月から 6月に出版される予定の新刊書 9冊がすでに予
約注文受付可能になっている。これらの著作は主に同時期に開催される予定の企画展覧
会の図録である。例えば、2006年 4月に開催された企画展覧会「Modernism」の図録、




出版物である。さらに 2005年 9月時点で、海外に輸出するために 22の法人または個人











ンス部長（当時）ヘザー・カー女史とのインタビュー 2004年 8月 20日）。このような
催事でもない限り V&A Museumの収蔵品を見ることもなかったと思われる観衆を博物




























Ⓒ V&A IMAGES / VICTORIA
 AND ALBERT MUSEUM
図 5：アール・デコ様式ペイント
（新井撮影 2004.8.20）
Ⓒ V&A IMAGES / VICTORIA
 AND ALBERT MUSEUM
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販売されることもある。更に小売部門は V&Aホームページに組み込まれた V&A Web 
Shopに関する業務すべての責任 14を負っている。このWeb Shopでは V&A出版が発
行する書籍を始め、プレゼント用品など数々の商品が販売されている。そしてこのWeb 
Shopの売上は順調に伸びているようである（V&A Enterprisesライセンス部長（当時）
ヘザー・カー女史とのインタビュー 2004年 8月 20日）。
4.2.2.5　画像部門（V&A Images）
これは元々 V&A Museum内の画像資料室（Picture Library）であったが、2003／
4年度に V&A Enterprisesに移籍した。その移籍の目的は V&A Museumの所有する
画像を広告・出版業界に対して販売促進することであった（V&A Review 2004: p.39）。
2004／ 5年度には印刷画像すなわち写真を販売するためのホームページを立ち上げ、高
画質の画像 11,500点を取り込み、その内 7,000点の印刷画像の販売を可能にした（V&A 












Ⓒ V&A IMAGES / VICTORIA
 AND ALBERT MUSEUM
図 7：V&A収蔵品検索結果例
（The Badminton Bed）
Ⓒ V&A IMAGES / VICTORIA
 AND ALBERT MUSEUM
図 8：V&A収蔵品検索結果の拡大画像
（The Badminton Bed）
























2004／ 5年度決算から V&A Museumの財源はその約 55％を英国政府の文化・メ
ディア・スポーツ省の公費助成によっていることが判る。これに対して、寄付金・遺産寄
付・後援などの収入の割合は、総収入に対して 25％とあまり大きくない（V&A Review 








































































































図 10：エドウィン & スザンヌ・ギャラリー
（新井撮影 2005.9.8）

















































されたのは 1986年に設立された V&A Enterprisesが扱う商品の登録商標であった。そ
して 2004年に学芸活動と商業活動のすべてが「V&A」ロゴのもとに統一された。V&A











































































































10　V&A Museumでは 1年間は 4月 1日に始まり 3月 31日に終わる。例えば 2003／
4年度と表現する。
11　2005年時点で 200万ポンドは約 4億 4,000万円。
12　実は 2003／ 4年度にはアール・デコ展の大成功があったので V&A Enterpriseの収
益が急上昇した。しかし 2004／ 5年度はそのような要素が見えなかったので収益還
元型寄付金額を前年度より下方に見積もったと思われる。
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